
資 料

平成１９年１月２３日（火）１０時から

在日米軍再編に係る対策特別委員会資料

１ 在日米軍再編問題に関する日米合同委員会合意等について

（１）平成１９年度基地周辺対策関係予算案・・・・・・・・・・・・・・・別紙１

（２）米軍再編に係る訓練移転（共同訓練）に関する日米合同委員会合意・・別紙２

（３）百里基地にかかる協定締結状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙３

（４）千歳基地への訓練移転に関する協定・・・・・・・・・・・・・・・・別紙４



別紙１

平成１９年度基地周辺対策関係予算案

防衛施設庁
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別紙３

米軍再編に係る百里基地への訓練移転に関する

協 定 書

平成１９年１月１７日

東 京 防 衛 施 設 局

茨 城 県 小 美 玉 市

茨 城 県 鉾 田 市

茨 城 県 行 方 市



米軍再編に係る百里基地への訓練移転に関する協定

米軍再編に係る米軍機の航空自衛隊百里基地への訓練移転に関し、東京防

衛施設局長と小美玉市長、鉾田市長、行方市長の間で、下記のとおり協定す

る。

記

１ 騒音対策

国は、訓練の移転に伴う騒音について、地元の要望を踏まえ、周辺住民

の生活への影響に配慮し、騒音の実態調査を実施するなど所要の措置を積

極的に講ずる。

２ 安全対策

（１）国は、共同訓練期間中における事件及び事故に適切に対処するため、

関係機関との間で所要の連絡体制を整備するとともに、安全対策等に

努めることとする。

なお、万が一、事件及び事故が発生した場合には、速やかに関係機

関に対し通知するとともに、適切に対応する。

（２）国は、周辺住民の不安を解消するため、局職員を現地に派遣し、共

同訓練期間中における行政機関への連絡や周辺住民への対応などに万

全を期す。

３ 地域振興策等

国は、地元の要望に配慮し、閣議決定（平成１８年５月３０日付「在日

米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取組について」）を踏まえ、所要

の措置を講ずるよう最大限努力する。

４ 移転される米軍機の訓練形式等（共同訓練の態様）

（１）航空自衛隊百里基地においては、日米地位協定第２条４（ｂ）の施

設・区域として、米軍機による移転訓練を行う。

（２）移転訓練は、航空自衛隊との共同訓練（関連活動を含む）とする。

（３）共同訓練の期間は、訓練１回当たり約３日ないし１５日まで、年４

週間以内を維持する。



（４）その他の態様については、共同訓練に参加する航空自衛隊と同様の態様

とする。

（５）国は、訓練計画について、事前に地元自治体へ通知する。

附 則

１ 本協定の内容を見直す必要が生じた場合には、当事者間で協議するもの

とする。

２ 本協定の趣旨を尊重し、かつ誠意をもって履行するものとし、その証と

して本書５通を作成し、当事者署名捺印の上、各１通を保有する。

平成１９年１月１７日

東京防衛施設局長

小 美 玉 市 長

鉾 田 市 長

行 方 市 長

立会人

茨 城 県 知 事



別紙４

米軍再編に係る千歳基地への訓練移転に関する

協 定 書

平成 年 月 日

札 幌 防 衛 施 設 局

北 海 道 千 歳 市



米軍再編に係る千歳基地への訓練移転に関する協定

米軍再編に係る米軍機の航空自衛隊千歳基地への訓練移転に関し、札幌防衛

施設局長と千歳市長との間で、下記のとおり協定する。

記

１ 千歳基地の位置付け

航空自衛隊千歳基地においては、日米地位協定第２条４（ｂ）の施設・区

域として、米軍機による移転訓練を行う。

２ 生活環境の整備について

国は、千歳飛行場の周辺における騒音対策及び地域振興策等について、千

歳市の要望を踏まえ、所要の措置を講ずるよう最大限努力する。

３ 市民の安全・安心対策について

（１）国は、共同訓練期間中における事件及び事故に適切に対処するため、

関係機関との間で所要の連絡体制を整備するとともに、安全対策等に

努めることとする。

（２）国は、共同訓練時の事故及び米軍人等の事件が発生した時は、速やか

に関係機関に対し、事実を詳細に通知するとともに、国が責任をもっ

て対応する。

（３）国は、周辺住民の不安を解消するため、札幌防衛施設局職員を千歳市

に派遺し、共同訓練期間中における行政機関への連絡や周辺住民への

対応などに万全を期す。



４ 移転される米軍機の訓練形式等について

（１）移転訓練は、航空自衛隊との共同訓練（関連活動を含む。）とする。

（２）共同訓練の期間は、訓練１回当たり約３日から２０日まで、年６０日

以内とする。

（３）その他の態様については、共同訓練に参加する航空自衛隊と同様の態

様とする。

５ 地元への情報提供について

国は、訓練計画について、事前に千歳市へ通知する。

附則

本協定の趣旨を尊重し、かつ誠意をもって履行するものとし、その証として

本書２通を作成し、署名捺印の上、各１通を保有する。

平成 年 月 日

札幌防衛施設局長

千 歳 市 長



協定締結にあたり千歳市からの照会に対する文書回答

問１ 「その他の態様については、共同訓練に参加する航空自衛隊と同様の態様と

する。」とありますが、「航空自衛隊の態様」とは何ですか。

(回答)

現在、航空自衛隊は、付紙の「航空自衛隊の飛行にかかわる騒音の軽減措置に

ついて（回答） （51. 3. 30）」でお答えしていますように、千歳基地周辺市

街地に対する航空機騒音の影響を局限するような運用を実施していますが、その

内容を申し上げれば、「特に静穏を要する全市的な行事については、任務に支障

のない範囲において飛行訓練を中止する。ジェット機の西側旋回については、管

制機関と協議し安全上やむを得ない場合を除き行わないことを原則とする。従来

から実施していた自主規制については、今後も継続的に実施する。」などです。

「航空自衛隊の態様」とは、そのような態様です。

問２ 土・日曜日及び祝祭日については航空自衛隊と同様の態様と同じとのことで

すが、これらの日には、飛行訓練を実施しないという理解でよいでしょうか。

(回答)

現在、千歳基地では、年間を通し、任務遂行上必要な場合の他、飛行訓練の所

要等、様々な事項を考慮して飛行訓練を実施しています。

土・日及び祝祭日については、基本的には飛行訓練は実施していませんが、任

務遂行等必要な場合は飛行訓練を行うことがあります。

今般の移転訓練については、今後、日米間で、具体的な訓練計画を策定するこ

ととなりますが、貴市の要望については、これを念頭において、具体的な訓練計

画の策定に際して調整したいと考えています。

以 上






